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延岡市

自主防災組織

連絡協議会

事務局

☎22-7105

延岡市ホームぺ－

ジに「自主防災組

織を考える」を掲

載しています。

「延岡市

自主防瓦版」

で検索してみてく

ださい。

結成しました

自主防災組織率

組織数

２８１組織

組織率
８５．１０％

令和６年７月８日

現在

防災訓練は災害
時に役立ちます

1

【活発に意見交換しています】【協力して搬送！】

富
美
山
北
団
地
防
災
検
討
会

上
平
原
区
自
主
防
災
組
織
（
山
本
盛
男
会
長
）
は
、

令
和
六
年
七
月
十
九
日
（
金
）
上
平
原
公
民
館
に
て
防

災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
線
状
降
水
帯
と
風
水
害
時
の
備
え
及
び
川

遊
び
の
危
険
箇
所
を
テ
ー
マ
に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

日
本
各
地
で
発
生
し
て
い
る
線
状
降
水
帯
発
生
時
の
雨

の
状
況
や
川
の
水
が
増
水
す
る
様
子
な
ど
、
映
像
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
川
に
潜
む
危
険
性
に
つ
い
て
も
、
映
像
を
交

え
て
説
明
を
受
け
、
上
流
で
の
雨
に
注
意
が
必
要
な
こ

と
や
子
供
は
静
か
に
溺
れ
る
こ
と
な
ど
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

上

平

原

区

防

災

講

話

富
美
山
北
団
地
区
自
主
防
災
組
織
（
中
村
克
幸
会

長
）
は
、
令
和
六
年
七
月
十
三
日
（
土
）
富
美
山
北
団

地
公
民
館
に
て
防
災
検
討
会
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
防
災
推
進
員
か
ら
能
登
半
島
地
震
に
お

け
る
地
震
の
要
因
、
被
害
状
況
、
地
震
火
災
、
耐
震
対

策
及
び
家
屋
倒
壊
な
ど
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
共
助
の
成
功
例
と
し
て
、
助
け
合
い
に
よ
っ

て
救
助
し
た
事
例
や
避
難
所
運
営
の
事
例
に
つ
い
て
紹

中
島
町
区
自
主
防
災
組
織
（
牧
野
英
治
会
長
）
は
、

令
和
六
年
七
月
二
十
一
日
（
日
）
中
島
公
民
館
に
て
防

災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
地
震
・
津
波
・
風
水
害
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
の
映
像
を
見
て

改
め
て
地
震
・
津
波
の
怖
さ
や
備
え
の
大
切
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
１
７
年
台
風
１
４
号
の
映
像
を
見
て
浸

水
す
る
前
に
避
難
を
完
了
し
て
お
く
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
最
後
に
、
心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
実
技
を
実
施
し
て
訓
練
を
終

了
し
ま
し
た
。

中

島

町

区

防

災

講

話

無

鹿

３

区

防

災

講

話

【津波避難訓練】

【消火開始！！】

大

武

１

区

防

災

訓

練

大
武
１
区
自
主
防
災
組
織
（
兒
玉
旨
喜
会
長
）
は
、

令
和
六
年
七
月
十
四
日
（
日
）
清
高
島
公
民
館
に
て
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
危
機
管
理
課
渡
邉
幾
太
郎
主
事
に
よ
る

命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
「
知
る
・
備
え
る
・
考
え
る
、

伝
え
る
」
の
防
災
講
話
を
受
け
ま
し
た
。

次
に
、
防
災
推
進
員
か
ら
担
架
作
成

や
搬
送
要
領
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

数
名
の
方
が
実
際
に
搬
送
を
体
験
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ

Ｅ
Ｄ
取
扱
い
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
実
技
を
行
い
ま
し
た
。
「
毎
年
実

施
し
て
い
て
も
忘
れ
て
い
る
」
「
い
ざ

と
い
う
時
は
勇
気
を
持
っ
て
実
施
し
た

い
」
と
話
す
住
民
も
い
ま
し
た
。
最
後

に
、
屋
外
に
出
て
水
消
火
器
に
よ
る
消

火
訓
練
及
び
煙
体
験
ハ
ウ
ス
に
よ
る
煙

中
歩
行
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

無
鹿
３
区
（
平
尾
征
一
郎
区
長
）
は
、
令
和
六
年
七

月
六
日
（
土
）
和
田
越
公
民
館
に
て
防
災
講
話
を
行
い

ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
能
登
半
島
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地

震
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
地
震
時
の
映
像
を

見
て
「
揺
れ
て
い
る
時
は
、
歩
く
こ
と
も
困
難
だ
」

「
家
具
の
固
定
や
耐
感
ブ
レ
ー
カ
ー
は
必
要
」
と
話
す

住
民
の
方
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、
津
波
避
難
場
所
や
能
登
半
島

地
震
に
お
け
る
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
津
波
避
難
の
大
切
さ
や

避
難
所
生
活
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
な
お
、
五
月
に
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
と
一
緒
に
無
鹿
第
１
街
区
公
園
ま
で

津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

介
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
自

助
・
共
助
・
公
助
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
い
、
発
表
し
ま
し
た
。

自
助
と
し
て
食
料
品
の
備
蓄
、
共
助

と
し
て
名
簿
の
作
成
と
見
直
し
、
公

助
と
し
て
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
確
保

な
ど
今
後
の
活
動
に
繋
が
る
意
見
を

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



２

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７ ２

無

鹿

２

区

防

災

訓

練

【熱い中、多くの参加者】

１０月 ６日（日）
・野田つつじ団地防災訓練
午前１０時～

つつじ団地集会場

１０月２０日（日）
・長浜町区防災訓練
午前 ９時〜
長浜公民館

・若葉北区防災講話
午前１０時３０分〜
若葉北区公民館

１０月２６日（土）
・中島町防災訓練
時間確認中
中島公民館

・出北１区防災訓練
午前１０時〜
金重公民館

１０月２７日（日）
・恒富、西小路、出口区防災訓練
午前 ９時〜
延岡西小学校

・伊達区防災訓練
午前 ９時〜
伊達公民館

・富美山あさひ台区防災講話
午前９時・１０時３０分〜
あさひ台集会場

Ｊ
Ａ
延
岡
土
々
呂
支
部

女
性
部
防
災
講
話

無
鹿
２
区
自
主
防
災
組
織
（
成
合
昭
一
会
長
）
は
、

令
和
六
年
七
月
二
十
八
日
（
日
）
に
街
区
公
園
及
び
無

鹿
２
区
公
民
館
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
１
０
時
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
と
の

想
定
で
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。
東
海
第
１
分
団
第
９

部
（
横
山
誠
悟
部
長
）
及
び
放
送
に
よ
る
避
難
呼
び
掛

け
を
聞
い
た
皆
さ
ん
は
、
指
定
さ
れ
た
無
鹿
第
１
街
区

公
園
で
受
付
を
行
い
、
そ
の
後
、
無
鹿
２
区
が
管
理
す

る
防
災
資
機
材
を
確
認
し
ま
し
た
。

無
鹿
２
区
公
民
館
で
は
防
災
推
進
員
よ
り
、
地
震
に

は
海
溝
型
と
内
陸
型
に
分
類
さ
れ
る
事
や
屋
内
の
安
全

を
普
段
か
ら
確
保
し
、
避
難
行
動
出
来
る
態
勢
を
整
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
事
及
び
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら

津
波
・
洪
水
・
土
砂
・
高
潮
被
害
の
リ
ス
ク
を
そ
れ
ぞ

れ
確
認
し
て
防
災
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

【消防団員募集中です】

【防災資機材の展示・説明】

愛

宕

東

区

防

災

講

話

無

鹿

１

区

防

災

講

話

愛
宕
東
区
自
主
防
災
組
織
（
永
井
明
会
長
）
は
、

令
和
六
年
七
月
二
十
二
日
（
月
）
に
恒
富
コ
ミ
セ
ン

で
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
よ
り
、
令
和
６
年
元
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
の
ビ
デ
オ
視
聴
か
ら
、
「
避
難
す
る

意
識
及
び
お
互
い
声
を
掛
け
合
う
事
」
が
避
難
行
動

に
お
い
て
大
切
な
事
だ
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
１
０
月
９
日
（
月
）
に
地
震
の

揺
れ
は
感
じ
な
い
中
で
発
令
さ
れ
た
、
津
波
注
意
報

に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
、
「
津
波
注
意
報
」
「
津
波

警
報
」
「
大
津
波
警
報
」
の
音
源
を
聞
い
て
そ
れ
ぞ

れ
の
違
い
を
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
を
自
宅
の
ト
イ
レ
と
仮

定
し
、
断
水
時
で
も
自
宅
の
ト
イ
レ
が
使
え
る
方
法

を
理
解
し
て
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

区
公
民
館
の
被
害
状
況
の
説
明
が
あ

り
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
よ
り
、
自
主
防
災
組

織
の
目
的
及
び
各
班
の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
色
を

確
認
し
、
そ
の
色
が
無
鹿
１
区
の
災

害
リ
ス
ク
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
を

ス
ラ
イ
ド
で
確
認
し
、
津
波
・
洪
水

・
高
潮
浸
水
エ
リ
ア
と
浸
水
深
の
違

い
を
理
解
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
「

無
鹿
１
区
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
よ
り
理
解
す

る
為
、
今
後
も
勉
強
会
を
開
催
し
た
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
、
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

無
鹿
１
区
自
主
防
災
組
織
（
梶
本
幸
延
会
長
）
は
、

令
和
六
年
八
月
三
日
（
土
）
に
無
鹿
１
区
公
民
館
で
防

災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

梶
本
会
長
か
ら
、
近
年
の
自
然
災
害
に
よ
る
無
鹿
１

Ｊ
Ａ
延
岡
土
々
呂
支
部
女
性
部
は
、
令
和
六
年
八

月
二
十
二
日
（
木
）
に
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

土
々
呂
地
区
に
伝
わ
る
「
琴
姫
の
松
」
の
ビ
デ
オ

鑑
賞
後
、
女
性
視
点
の
非
常
持
出
袋
の
内
容
品
に
つ

い
て
参
加
者
全
員
で
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
ド
ラ
イ

シ
ャ
ン
プ
ー
、
乳
液
、
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
な
ど
準
備

す
る
と
良
い
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

【各班ごと集合】 【会長挨拶です】


